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ディープラーニングによる鉄骨造柱脚部と定着部の
被災度区分に関する検討

はじめに

近年、人工知能（AI）の技術が注目さ
れており、機械学習または深層学習
を用いた検討が盛んに行われている。
地震後に撮影した画像に基づき、
ディープラーニング処理による鉄骨造
柱脚部・定着部の被災度区分を判定
する方法について検討した。

柱脚部等の画像の例

建築研究
所が行っ
た地震被
害調査の
際に撮影
した写真を
使用した。

鉄骨造柱脚部と定着部の被災度の判定基準

画像の目視により被
災度区分の分類を
行った。基本的には
「2015年改定版震災
建築物の被災度区分
判定基準および復旧
技術指針」に示され
ている判定条件に
沿ったものとした。
（右表）

VGG16の転移学習による推定結果(被災度区分別)

ディープラーニングの
一種であるVGG16を
適用した。学習結果
の一例が右表である。
対角の黄色い部分は
正しく推定が出来て
いる。様々な組み合
わせについて検討し、
正解率は77-87%の間
だった。 正解率=79.1%
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